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後
北
条
氏
の
滅
亡
に
つ
い
て
の
一
考
察 

梅 
 

一 

声 

 
 

 

 

〔
は
じ
め
に
〕 

  

伊
勢
新
九
郎
（
北
条
早
雲
）
よ
り
五
代
続
い
た
関
東
の
雄
で
あ
る
北
条
氏
（
以
後
北
条
氏
と
称
す
）
は
、

戦
国
末
期
既
に
豊
臣
秀
吉
政
権
の
地
盤
が
全
国
的
に
ほ
と
ん
ど
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
時
に
、
秀
吉
に
反
抗

し
、
敗
戦
し
、
滅
亡
し
た
。 

 

初
代
早
雲
よ
り
築
い
て
き
た
関
東
領
域
支
配
権
の
全
て
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。（
四
代
目
氏
政
の
弟
の
氏

規
の
家
筋
が
狭
山
藩
一
万
石
と
し
て
残
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
） 

 

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の
本
能
寺
の
変
の
後
、
秀
吉
は
織
田
信
長
の
地
盤
を
彼
の
巧
み
な
外
交
手

腕
と
戦
力
で
引
継
ぎ
、
更
に
四
国
、
九
州
を
平
定
し
、
関
東
と
奥
羽
を
除
き
制
覇
し
た
。 

 

そ
し
て
徳
川
家
康
・
上
杉
景
勝
も
秀
吉
に
従
属
し
た
情
勢
に
お
い
て
、
小
田
原
の
戦
い
で
は
後
北
条
氏

が
勝
利
す
る
目
は
到
底
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。（
戦
力
は
、
豊
臣
軍
二
十
一
万
人
、
北
条
軍
三
万
五
千
人
と

言
わ
れ
た
。
豊
臣
軍
は
交
代
要
員
を
も
持
っ
て
い
る
。） 

  

こ
の
北
条
氏
せ
ん
滅
に
つ
い
て
、
先
学
の
研
究
に
お
い
て
は
秀
吉
は
当
初
よ
り
北
条
氏
に
対
し
て
は 

一
国
も
残
さ
ず
、
全
領
土
取
り
上
げ
を
企
図
し
て
い
た
と
の
説
が
あ
る
。
（
下
山
治
久
氏
） 

 

そ
れ
に
対
し
、
秀
吉
の
「
惣
無
事
令
」
よ
り
説
き
起
こ
し
、
秀
吉
政
権
は
「
惣
無
事
令
」
と
「
出
仕
」

を
原
則
と
し
て
、
個
別
大
名
権
の
惣
安
堵
に
あ
り
、
北
条
氏
せ
ん
滅
は
例
外
で
あ
っ
た
。
（
藤
木
久
志
氏
）

と
の
有
力
説
が
あ
る
。 

外
に
北
条
氏
の
対
秀
吉
へ
の
徹
底
抗
戦
説
が
あ
る
。 

  

本
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
北
条
氏
の
滅
亡
へ
の
道
を
主
要
な
事
項
を
時
系
列
的
に
整
理
し
て
、
滅
亡

の
要
因
を
考
察
し
た
い
。 

 

結
論
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
、
小
田
原
城
へ
の
過
信
（
籠
城
に
よ
り
豊
臣
軍
の
撤
退
を
期
待
）
が
あ
る

が
、
最
大
の
要
因
は
北
条
氏
の
一
族
及
び
実
権
保
持
者
で
あ
る
四
代
目
氏
政
の
情
緒
と
情
念
に
あ
る
と
考

え
る
。 

 

即
ち
そ
れ
は
、
北
条
氏
五
代
一
族
力
を
合
わ
せ
て
、
領
国
を
広
げ
て
来
た
。（
代
ご
と
に
領
国
を
広
げ
て

い
る
）
こ
こ
で
秀
吉
に
全
面
的
に
帰
属
す
る
こ
と
に
対
し
、
情
緒
的
に
許
せ
ぬ
所
か
ら
く
る
反
抗
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
抱
い
て
き
た
関
東
全
域
支
配
（
関
東
管
領
就
任
）
へ
の
情
念
で
あ
る
。 

  

北
条
氏
の
一
族
は
、
氏
政
を
筆
頭
と
し
て
こ
の
情
緒
、
情
念
を
拭
い
去
り
え
ず
、
秀
吉
帰
属
へ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逸
し
、
つ
い
に
全
面
対
決
と
な
り
、
降
伏
し
、
滅
亡
と
な
っ
た
。 

 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
時
の
北
条
氏
の
実
権
者
で
あ
る
四
代
目
氏
政
の
責
任
に
帰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

  

氏
政
が
い
か
に
し
て
秀
吉
と
全
面
対
決
に
至
っ
て
い
っ
た
か
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
氏
政
時
代
以
前
の
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三
代
目
氏
康
時
代
か
ら
説
き
起
こ
し
、
北
条
氏
を
取
り
巻
く
戦
国
情
勢
を
分
析
し
、
氏
政
判
断
の
要
因
を

探
っ
て
み
た
。 

 

左
記
の
ご
と
く
四
項
目
に
分
け
て
考
察
す
る
が
、（
三
）・（
四
）
つ
い
て
は
史
料
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
て

み
た
。 

 

目
次 

〔
は
じ
め
に
〕 

（
一
） 

三
代
目
氏
康
時
代
の
北
条
氏
の
経
略
の
ま
と
め 

（
二
） 

本
能
寺
の
変
以
前
の
四
代
目
氏
政
時
代
の
北
条
氏
の
経
略
の
ま
と
め 

（
三
） 

本
能
寺
の
変
以
降
の
四
代
目
氏
政
の
豊
臣
秀
吉
政
権
へ
の
対
応 

（
四
） 

小
田
原
合
戦
に
お
け
る
講
和
の
機
会 

〔
お
わ
り
に
〕 

  
 
 

 

（
一
） 

三
代
目
氏
康
時
代
の
北
条
氏
の
経
略
の
ま
と
め 

 
 
 

 

 
 
 

北
条
氏
は
三
代
目
氏
康
の
在
世
時
代
こ
そ
戦
国
争
乱
の
中
で
、
名
立
た
る
戦
国
大
名
と
互
角
に
わ

た
り
、
外
交
と
武
力
を
駆
使
し
て
関
東
で
の
勢
力
拡
大
を
な
し
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 
 
 

こ
の
時
代
、
氏
康
を
取
り
巻
く
国
境
を
接
し
た
ラ
イ
バ
ル
は
、
い
ず
れ
も
戦
国
時
代
を
代
表
す
る

強
大
で
、
叡
智
す
ぐ
れ
そ
し
て
カ
リ
ス
マ
性
を
も
っ
た
大
名
で
あ
る
。 

 
 
 

即
ち
、
今
川
義
元
、
武
田
信
玄
、
上
杉
謙
信
の
三
人
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
四
人
の
大
名
の
在
世

と
大
名
と
し
て
の
実
権
取
得
期
間
を
整
理
し
て
み
る
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
別
紙
一
覧
表
参
照
） 

  

○
北
条
氏
康 

 
 

永
正
十
二
～
元
亀
二
年
（
一
五
一
五
～
一
五
七
一
） 

五
七
歳
没 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

実
権
取
得
時
期 

天
文
十
年
（
一
五
四
一
） 

父
の
氏
綱
死
亡
か
ら 

  

○
今
川
義
元 

 
 

永
正
十
六
～
永
禄
三
年
（
一
五
一
九
～
一
五
六
〇
） 

四
二
歳
敗
死 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

実
権
取
得
時
期 

天
文
五
年
（
一
五
三
六
） 

兄
よ
り
家
督 

  

○
武
田
信
玄 

 
 

大
永
元
～
天
正
元
（
一
五
二
一
～
一
五
七
三
） 

 
 

五
三
歳
没 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

実
権
取
得
時
期 

天
文
十
年
（
一
五
四
一
） 

父
を
追
放
か
ら 

  

○
上
杉
謙
信 

 
 

享
禄
三
～
天
正
六
年
（
一
五
三
〇
～
一
五
七
八
） 

四
九
歳
没 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

実
権
取
得
時
期 

天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
） 

家
督 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
長
尾
姓
よ
り
上
杉
姓
は
永
禄
四
年
） 

（
参
考
） 

 
 

織
田
信
長 
 

 

天
文
三
～
天
正
一
〇
年
（
一
五
三
四
～
一
五
八
二
） 

四
九
歳
自
殺 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

実
権
取
得
時
期 

天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
） 

父
の
信
秀
死
亡
か
ら 

 

 
 

 
 
 

右
記
四
大
名
は
年
齢
的
に
は
、
氏
康
を
年
長
に
最
も
若
い
上
杉
謙
信
と
の
間
の
十
五
年
の
間
に
あ
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る
。
実
権
取
得
時
期
は
今
川
義
元
が
一
五
三
六
年
と
最
も
早
く
最
も
遅
い
の
は
上
杉
謙
信
の
一
五
四

八
年
で
あ
る
。 

 
 
 

死
亡
の
時
期
は
義
元
が
最
も
早
く
一
五
六
〇
年
に
死
亡
（
桶
狭
間
の
戦
い
）
し
て
い
る
が
、
四
人 

は
同
時
代
に
国
境
を
接
し
て
関
東
・
信
越
・
東
海
地
域
で
領
土
拡
大
を
目
指
し
た
戦
国
大
名
で
あ

る
。 こ

の
情
勢
の
中
、
北
条
三
代
目
氏
康
は
他
の
三
大
名
に
引
け
を
取
ら
な
い
傑
物
の
人
物
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。 

 
 
 

氏
康
が
二
代
目
氏
綱
よ
り
家
督
を
相
続
し
た
、
即
ち
北
条
家
の
実
権
を
掌
握
し
た
以
降
の
主
な
事

績
は 

次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

 
 

 

① 

二
代
目
氏
綱
よ
り
引
き
継
い
だ
領
域
（
天
文
十
年 

一
五
四
一
） 

伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
中
部
（
小
机
・
江
戸
・
河
越
・
葛
西
）
・
下
総
南
西
部
・
駿
河
川
東 

 

② 

河
越
合
戦
（
天
文
十
五
年 

一
五
四
六
）
に
勝
利 

○
扇
谷
上
杉
朝
定
の
領
土
を
併
合
（
天
文
十
七
年 
一
五
四
八
） 

○
山
内
上
杉
憲
政
没
落
し
て
、
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
を
頼
る
（
天
文
二
一
年 

一
五
五
二
） 

 
 

 

③ 

甲
相
駿
三
国
同
盟
を
成
立
（
天
文
二
三
年 

一
五
五
四
） 

今
川
義
元､

武
田
信
玄
を
後
ろ
盾
に
し
て
、
関
東
経
略
に
専
心
す
る
。
上
杉
謙
信
と
は
対
決
す
る 

 

④ 

四
代
目
氏
政
へ
家
督
を
譲
る
（
永
禄
二
年 

一
五
五
八
） 

氏
康
は
御
本
城
様
と
し
て
実
権
は
以
後
も
掌
握
し
続
け
る 

 

⑤ 

上
杉
謙
信
に
小
田
原
城
を
包
囲
さ
れ
る
。（
永
禄
四
年 

一
五
六
一
） 

  
 

⑥ 

左
記
⑤
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
謙
信
の
帰
国
後
、
武
蔵
、
東
上
野
、
下
野
の
奪
回
に
成
功
し
、
関

東
支
配
を
優
勢
に
進
め
た 

 
 
 

（
武
田
信
玄
と
の
連
携
が
功
を
奏
す
る
） 

 

⑦ 

信
玄
の
今
川
氏
（
氏
真
）
へ
の
侵
攻
で
甲
相
駿
三
国
同
盟
は
破
綻
（
永
禄
十
一
年 

一
五
六
八
） 

（
今
川
氏
は
義
元
敗
戦
死
で
、
弱
体
化
を
狙
わ
れ
た
。
氏
康
は
今
川
氏
真
へ
援
軍
を
送
る 

 

⑧ 

越
相
同
盟
を
締
結
（
永
禄
十
一
年 

一
五
六
八
） 

 

⑨ 

今
川
氏
滅
亡
（
永
禄
十
二
年 

一
五
六
九
） 

北
条
氏
は
駿
東
郡
南
部
を
獲
得 

 

⑩ 

信
玄
に
小
田
原
城
を
攻
め
ら
れ
る
（
永
禄
十
二
年 

一
五
六
九
） 

武
田
氏
と
の
対
決
は
劣
勢 
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⑪ 

氏
康
死
去 

五
七
歳 

（
元
亀
二
年 

一
五
七
一
） 

四
代
目
氏
政
が
実
権
を
引
き
継
ぐ 

｛
氏
康
時
代
の
総
括
｝ 

 

氏
康
時
代
は
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
か
ら
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
３
０
年
間
に
亘
る
。
こ
の

間
武
力
で
の
領
域
拡
大
は
著
し
い
が
、
そ
れ
以
上
に
成
功
し
た
の
は
、
武
田
、
上
杉
、
今
川
と
の
間
の
外

交
の
駆
使
で
あ
る
。 

氏
康
は
、
信
玄
、
謙
信
と
は
武
力
で
は
一
歩
引
け
を
取
っ
た
も
の
の
外
交
で
そ
れ
以
上
の
手
腕
を
発
揮

し
て
関
東
で
の
領
域
拡
大
に
成
功
し
た
と
言
え
る
。 

 

こ
の
後
、
氏
政
時
代
に
移
り
、
氏
政
は
本
能
寺
の
変
以
後
、
関
東
経
略
と
豊
臣
秀
吉
へ
の
厳
し
い
対
応

を
迫
ら
れ
、
つ
い
に
失
敗
し
、
北
条
氏
の
滅
亡
と
な
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
項
（
二
）、（
三
）、（
四
）
で
論
ず
る
事
と
す
る
。 

 

一
方
、
同
時
代
の
今
川
氏
は
義
元
の
次
代
氏
真
で
滅
亡
、
武
田
氏
も
信
玄
の
次
代
勝
頼
で
滅
亡
し
、 

上
杉
氏
の
場
合
は
謙
信
の
次
代
景
勝
で
領
土
を
大
幅
に
縮
小
さ
せ
て
（
１
２
０
万
石
か
ら
３
０
万
石
）、

戦
国
時
代
の
終
結
を
見
た
。 

戦
国
時
代
は
、
今
川
義
元
、
北
条
氏
康
、
武
田
信
玄
、
上
杉
謙
信
の
死
亡
で
、
終
焉
に
向
か
い
最
終
的

に
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
を
経
て
徳
川
家
康
に
落
ち
着
い
た
。 

 

も
し
、
右
記
四
大
名
が
も
っ
と
長
生
き
し
て
い
た
ら
、
戦
国
時
代
は
更
に
長
引
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

最
終
的
に
誰
が
天
下
を
治
め
て
い
た
か
判
断
は
難
し
い
所
で
あ
る
。 

 （
二
） 

本
能
寺
の
変
以
前
の
四
代
氏
政
時
代
の
後
北
条
氏
の
経
略
の
ま
と
め
（
天
正
十
年 
一
五
八
二

迄
） 

① 

相
甲
一
和
（
元
亀
二
年 

一
五
七
一
） 

○
上
杉
謙
信
の
援
護
が
期
待
で
き
ず
、
越
相
同
盟
を
破
棄 

○
北
条
氏
か
ら
上
杉
謙
信
へ
の
養
子
（
三
郎
景
虎
）
の
関
係
は
そ
の
ま
ま
継
続 

○ 

氏
康
死
亡
一
〇
月
の
後
の
同
年
十
二
月
に
信
玄
と
の
和
睦
は
、
氏
康
の
遺
言
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

②
三
方
ケ
原
の
戦
い
（
元
亀
三
年 

一
五
七
二
） 

氏
政
は
信
玄
に
援
兵
を
送
る 

 

③
武
田
信
玄
の
死
去
（
天
正
元
年 

一
五
七
三
） 

勝
頼
家
督
を
継
ぐ 

 

④
長
篠
の
戦
い
（
天
正
三
年 

一
五
七
五
） 

信
長
大
勝 

  
 

⑤
氏
政
の
妹
を
武
田
勝
頼
へ
嫁
が
せ
る
（
天
正
５
年 

一
五
七
七
） 
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信
長
と
の
対
立
鮮
明
と
な
る
。 

 
⑥ 
武
田
と
の
同
盟
、
そ
し
て
上
杉
と
の
同
盟
破
綻
の
効
果 

○ 
下
総
（
関
宿
城
）
を
支
配
下
に
収
め
る 

○ 
下
野
、
上
総
へ
の
進
出 

○ 

上
杉
、
佐
竹
、
里
見
、
結
城
、
の
反
北
条
連
合
の
結
成
を
見
る
。 

○ 

信
長
と
の
対
立 

 

⑦ 

上
杉
謙
信
死
去
（
天
正
六
年 

一
五
七
八
） 

景
勝
（
武
田
勝
頼
贔
屓
）
と
景
虎
（
氏
政
の
弟
）
と
が
家
督
を
争
い
、
景
勝
が
勝
利
し
景
虎
は

自
殺
す
る 

 

⑧ 

相
甲
同
盟
破
綻
（
天
正
七
年 

一
五
七
九
） 

謙
信
の
家
督
相
続
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
勝
頼
と
不
仲
に
な
り
、
武
田
氏
と
の
同
盟
破
綻 

 

⑨ 

武
田
勝
頼
と
上
杉
景
勝
と
の
同
盟
（
天
正
七
年 
一
五
七
九
） 

⑩ 

氏
政
は
徳
川
家
康
と
同
盟
（
天
正
八
年 

一
五
八
〇
） 

 

⑪ 

氏
政
よ
り
織
田
信
長
へ
関
係
強
化
の
申
し
入
れ
（
天
正
八
年 
一
五
八
〇
年
） 

縁
組
の
申
し
入
れ 

 

⑫ 

氏
政
は
五
代
目
氏
直
（
一
九
歳
）
に
家
督
を
譲
る
（
天
正
八
年 

一
五
八
〇
） 

実
権
は
氏
政
の
掌
握
が
続
く 

 

⑬ 

織
田
信
長
は
武
田
氏
を
せ
ん
滅
し
、
勝
頼
は
自
殺
（
天
正
十
年 

一
五
八
二
） 

氏
政
は
信
長
に
味
方
を
表
明
す
る 

 

｛
氏
政
時
代
―
本
能
寺
の
変
以
前
迄
の
総
括
｝ 

  

氏
政
は
、
上
総
、
下
総
、
領
域
の
拡
大
と
武
蔵
野
の
領
域
の
地
盤
強
化
に
成
功
し
つ
つ
も
、
信
玄
、 

謙
信
の
死
去
の
利
を
生
か
す
事
は
で
出
来
ず
、
結
局
、
武
田
・
上
杉
の
次
代
及
び
佐
竹
連
合
で
、
国
境
を

接
す
る
全
て
の
主
要
国
を
敵
に
回
す
こ
と
に
な
っ
た
、 

 
 

 

こ
の
外
交
情
勢
の
中
で
、
織
田
信
長
、徳
川
家
康
連
合
の
傘
下
に
入
る
こ
と
を
否
応
な
く
強
い
ら
れ
た
。 

 
 

 

武
田
氏
滅
亡
の
終
戦
処
理
に
お
い
て
、
信
長
よ
り
恩
賞
な
く
上
野
は
信
長
領
（
滝
川
一
益
支
配
）
と
な

る
。 

 

こ
の
時
点
で
は
、
信
長
よ
り
の
信
頼
は
感
ぜ
ら
れ
ず
、
相
当
の
外
交
手
腕
を
発
揮
し
な
い
限
り
、
信
長

政
権
が
続
け
ば
、
領
域
保
全
に
は
苦
し
ん
だ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 
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（
三
） 

本
能
寺
の
変
以
降
の
四
代
目
氏
政
の
豊
臣
秀
吉
政
権
へ
の
対
応
（
天
正
十
七
年
迄 

一
五
八
九

迄
） 

  

年
次
毎
に
、
北
条
氏
政
関
係
事
項
と
そ
れ
以
外
の
周
辺
の
事
項
を
分
け
て
整
理
し
、
氏
政
の
秀
吉
へ
の

対
応
に
つ
い
て
史
料
を
基
に
し
て
考
察
す
る
。 

 

（
Ａ
）
主
要
事
項
の
整
理 

 
 

 ①
天
正
十
年
（
一
五
八
二
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

   
 
 

 
 
 

 
 

氏
政
関
係
事
項 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

周
辺
の
事
項 

 

●
六
月
十
八
・
十
九
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

●
六
月
二
日 

神
流
川
の
戦
い
（
対
滝
川
一
益
） 

氏
政
勝
利 

 
 
 

本
能
寺
の
変 

信
長
自
殺 

●
七~

十
月 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

●
６
月
十
三
日 

山
崎
の
戦
い 

秀
吉
勝
利 

 
 
 

 
 

 

甲
・
信
二
国
の
支
配
権
を
巡
り
徳
川
家
康
と
対
決 

●
十
月
二
九
日 

家
康
と
講
和
・
同
盟
成
立 

●
十
二
月
二
十
日 

古
河
公
方
足
利
義
氏
死
去
に
よ
り
古
河
城
。
関
宿 

を
支
配 

 
 
 

 ○
織
田
信
長
政
権
が
消
滅
し
、
秀
吉
が
明
智
光
秀
を
滅
ぼ
し
た
が
、
未
だ
秀
吉
政
権
樹
立
と
は
い
え

な
い
情
勢
の
中
で
、
上
野
、
甲
斐
、
信
濃
は
草
刈
場
と
な
っ
た
。 

 

○
し
か
し
十
月
に
は
、
氏
政
と
家
康
と
の
間
に
講
和
・
同
盟
が
成
立
す
る
。 

 
 
 

講
話
・
同
盟
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
中
村
孝
也
「
徳
川
家
康
公
伝
」） 

  
 
 
ⅰ

甲
・
信
二
国
は
公
の
占
領
に
任
せ
、
氏
直
は
意
義
を
申
し
立
て
ざ
る
こ
と
。 

 
 
 
ⅱ

上
野
沼
田
は
信
濃
上
田
城
主
真
田
昌
幸
相
伝
の
領
地
で
あ
る
が
、
昌
幸
が
氏
直
を
離
れ
て
公
に

に
服
属
す
る
上
は
、
そ
の
地
を
氏
直
の
所
領
と
し
、
公
よ
り
昌
幸
に
代
地
を
与
え
る
こ
と
。 

 
 
 
ⅲ

公
は
二
女
督
姫
を
氏
直
に
嫁
が
せ
る
。 

 

○
氏
政
に
と
っ
て
家
康
と
の
講
和
・
同
盟
の
意
義
は
、
上
野
に
つ
い
て
家
康
の
干
渉
を
排
し
自
力
で 

の
支
配
を
目
論
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

上
野
沼
田
に
つ
い
て
は
、
将
来
秀
吉
と
の
開
戦
の
引
き
金
の
問
題
に
発
展
す
る
。
（
後
述
） 

甲
斐
・
信
濃
を
無
条
件
に
手
放
し
た
の
は
、
分
が
悪
い
内
容
で
あ
る
と
の
評
価
も
あ
る
が
、
家
康 

と
の
同
盟
が
将
来
的
に
役
に
た
つ
と
の
見
通
し
に
た
て
ば
、
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
い
え
る
。 
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②
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

氏
政
関
係
事
項 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

周
辺
の
事
項 

 

● 

九
月
十
八
日 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

●
四
月
二
十
日 

上
野
厩
橋
（
北
条
氏
）
を
攻
略 

 
 
 
 

 
 

 

賎
ヵ
岳
の
合
戦 

秀
吉
柴
田
勝
家
に
勝
利 

 

○
秀
吉
は
、
賎
ヵ
岳
で
柴
田
勝
家
に
勝
利
し
、
信
長
後
継
の
一
番
手
の
位
置
に
着
く
。 

 
 
 

一
方
、
氏
政
は
上
野
厩
橋
（
北
条
氏
）
の
攻
略
に
成
功
し
た
。
家
康
と
の
講
和
が
奏
功
し
た
と
い

え
る
。 

 
 

 

 

③
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
） 

  
 
 

 
 
 

 
 

 

氏
政
関
係
事
項 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

周
辺
の
事
項 

 

● 

四
月
下
旬
～
七
月
上
旬 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

●
三
月
～
四
月 

藤
岡
・
沼
尻
の
戦 

佐
竹
・
宇
都
宮
連
合 

 
 

 

小
牧
・
長
久
手
の
戦 

秀
吉
対
家
康
・
織 

軍
と
の
合
戦
（
結
果
は
引
き
分
け
か
） 

 
 
 

 

田
信
雄
連
合
、
家
康
有
利
で
引
き
分
け 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

●
五
月 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

宇
都
宮
、
上
杉
、
秀
吉
同
盟
の
成
立 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

●
十
一
月
十
一
日 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

信
雄
は
秀
吉
と
単
独
和
睦 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

●
十
二
月
十
二
日 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

家
康
と
秀
吉
と
和
睦
成
立 

 

○
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
時
に
お
け
る
対
立
の
二
軸
は
、
秀
吉
を
中
心
に
す
る
近
畿
地
方
大
名
勢
力

と
家
康
・
織
田
信
雄
連
合
を
中
心
と
す
る
北
条
・
伊
達
・
長
宗
我
部
・
佐
々
・
根
来
・
雑
賀
勢
力

で
あ
る 

こ
の
戦
い
の
勝
敗
は
決
し
な
か
っ
た
。 

 

○
家
康
は
同
年
十
二
月
に
秀
吉
と
講
和
す
る
。 

 

（
家
康
の
次
男
於
義
丸
を
秀
吉
に
養
子
と
す
る
） 

 
 

こ
れ
は
、
織
田
信
雄
が
十
一
月
に
秀
吉
と
単
独
講
和
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
家
康
が
信
濃
経
略
の

困
難
と
直
面
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 

 
 

○
こ
の
年
氏
政
に
と
っ
て
、
重
要
な
情
勢
変
化
は
、
家
康
の
秀
吉
と
の
講
和
と
と
も
に
、
上
杉
、
宇

都
宮
、
結
城
、
里
見
が
秀
吉
陣
営
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
佐
竹
は
前
年
に
秀
吉
陣
営
に
入
る
） 

 

○
氏
政
は
、
国
境
を
接
す
る
主
要
国
全
て
が
、
秀
吉
と
の
友
好
関
係
、
講
和
を
結
ぶ
又
傘
下
に
入
る
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情
勢
下
で
、
更
に
上
野
、
下
野
、
下
総
へ
の
進
功
そ
し
て
領
国
拡
大
を
考
え
て
い
た
。 

④
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
） 

 
氏
政
関
係
事
項 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

周
辺
の
事
項 

 

● 

一
月
四
日 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

●
三
月 

上
野
の
金
山
、
館
林
を
接
収 

 
 

 
 
 

 

秀
吉
、
根
来/

雑
賀
一
揆
を
制
圧 

● 

四
月 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

●
五
月 

下
野
壬
生
善
雄
を
従
属
さ
せ
る 

 
 
 
 

 

本
願
寺
一
向
宗
門
徒
を
懐
柔 

● 

八
月 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

●
六
月
十
五
日 

宇
都
宮
国
綱
を
圧
迫 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

秀
吉
、
宇
都
宮
国
綱
へ
富
士
山
一
見
を
伝
え
る 

● 

十
月 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

●
六
月
二
五
日 

家
康
と
同
盟
の
確
認 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

秀
吉
、
上
杉
景
勝
に
小
田
原
攻
を
前
田
利
家
と 

内
談
す
る
よ
う
に
指
示 

 
●
七
月
十
一
日 

秀
吉
、
関
白
と
な
る 

●
八
月
六
日 

長
宗
我
部
元
親
、
秀
吉
に
降
伏 

●
十
月
二
日 

秀
吉
、
島
津
と
大
友
に
九
州
停
戦
令
を
発
す
る 

●
十
一
月 

 

家
康
譜
代
石
川
数
正
、
秀
吉
に
帰
属 

●
十
二
月
十
九
日 

 
 

秀
吉
豊
臣
姓
を
賜
る 

 

○
こ
の
年
も
秀
吉
は
着
々
と
勢
力
を
拡
大
、
確
定
化
に
成
功
す
る
。
即
ち
、
四
国
の
長
宗
我
部
を
降
伏

さ
せ
、
雑
賀
、
根
来
を
制
圧
し
、
本
願
寺
一
向
宗
徒
懐
柔
し
た
。 

 

○
毛
利
、
上
杉
の
領
域
を
確
定
さ
せ
、
秀
吉
傘
下
が
明
確
と
な
っ
た
。 

 

○
関
白
就
任
は
、
秀
吉
の
政
権
樹
立
を
正
式
に
表
明
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
制
覇
に
向
け
て
、
自
分

の
行
動
の
正
当
性
を
顕
示
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
氏
政
は
家
康
と
の
同
盟
、
伊
達
と
の
友
好
関
係
を
バ
ッ
ク
に
、
上
野
、
下
野
の
進
攻
を
続
け
、
秀
吉

と
対
立
関
係
は
顕
著
と
な
る
。 

 
 ○

秀
吉
は
、
家
康
成
敗
の
意
思
を
表
示
す
る 

 

六
月
十
五
日
付
宇
都
宮
国
綱
宛
秀
吉
書
状
（
小
田
原
市
史 

上
杉
家
文
書
） 

 

「
・
・
・
・
・
・
富
士
山
一
見
望
候
条
、
其
砌
可
遂
対
面
候
・
・
・
・
・
・
」 
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○
秀
吉
、
氏
政
成
敗
の
意
思
表
示
を
す
る
。 

 
 

六
月
二
五
日
付
上
杉
景
勝
宛
秀
吉
書
状
（
小
田
原
市
史 

上
杉
家
記
二
十
九
） 

 
 

「
・
・
・
・
・
・
向
小
田
原
軍
慮
之
義
可
申
宣
候
条
、
利
家
江
被
申
合
、
関
東
越
山
之
義
内
談
候
、・
・
・
・
・
」 

 

○
こ
れ
に
対
応
し
て
、
氏
政
と
家
康
は
同
盟
関
係
の
確
認
を
し
た
。 

 

家
忠
日
記 
一
〇
月
二
八
日
条
（
小
田
原
市
史
） 

 

「
・
・
・
・
・
・
相
州
よ
り
、
御
家
老
之
衆
廿
人
の
起
請
文
こ
し
候
、
此
方
よ
り
も
各
国
衆
長
人
衆

起
請
文
つ
か
ハ
さ
れ
候
、」 

 

○
家
康
は
、
前
年
の
天
正
十
二
年
に
秀
吉
と
講
和
し
た
と
い
え
ど
も
、
氏
政
と
も
同
盟
関
係
を
守
っ
て

い
る 

 

氏
政
と
家
康
は
共
同
し
て
、
上
杉
に
つ
い
た
真
田
と
対
戦
し
て
い
る
。 

 

秀
吉
は
、
家
康
、
氏
政
両
者
に
対
し
、
右
記
史
料
の
よ
う
に
敵
対
意
識
を
持
っ
て
い
る
。 

  

⑤
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

氏
政
関
係
事
項 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

周
辺
の
事
項 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

● 

三
月
九
日
・
十
一
日 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

●
一
月
二
七
日 

氏
政
と
家
康
、
伊
豆
と
駿
河
の
国
境
で
二
度 

 
 
 

織
田
信
雄
、
秀
吉
と
家
康
と
の
和
議
を 

会
談
し
て
友
好
の
確
認
す
る 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

斡
旋 

● 

七
月 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

●
十
月
二
七
日 

下
野
の
半
国
を
制
圧 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

家
康
上
洛
し
て
秀
吉
と
大
阪
城
で
会
見 

 
 

●
十
一
月
十
五
日 

 
 
 

秀
吉
か
ら
の
関
東
惣
無
事
令
が
家
康
経
由
氏
政 

へ
通
達 

 

○
家
康
は
、
二
月
に
織
田
信
雄
の
斡
旋
で
、
秀
吉
と
二
度
目
の
講
和
を
行
い
、
同
盟
関
係
と
な
る
。 

 

（
秀
吉
の
妹
の
朝
日
姫
が
家
康
へ
五
月
に
嫁
ぐ
） 

 

秀
吉
の
圧
力
に
ほ
と
ん
ど
屈
し
か
か
っ
て
い
る
。
石
川
数
正
の
離
反
も
大
き
い
。 

 

○
こ
の
釈
明
（
秀
吉
と
の
講
和
、
同
盟
）
の
為
、
家
康
は
氏
政
に
会
談
を
申
し
入
れ
、
三
月
九
日
と 

十
一
日
に
伊
豆
三
島
と
沼
津
で
会
談
し
て
い
る
。 

会
談
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
同
盟
関
係
の
維
持
が
確
認
さ
れ
、
氏
政 

は
了
解
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

○
家
康
は
、
秀
吉
か
ら
の
厳
し
い
上
洛
要
求
で
、
つ
い
に
十
月
二
七
日
上
洛
し
大
阪
城
で
秀
吉
と
接
見

し
た
。 

 
 

一
方
氏
政
は
、
家
康
と
秀
吉
と
の
戦
闘
を
も
考
え
て
、
家
康
上
洛
に
当
た
り
、
秀
吉
と
の
臨
戦
体
制 

を
し
い
た
。 
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 ○
家
康
が
、
上
洛
し
、
秀
吉
と
無
事
接
見
が
終
わ
る
と
、
家
康
が
完
全
に
秀
吉
に
従
属
す
る
こ
と 

に
な
る
。
し
か
し
家
康
が
秀
吉
側
に
立
つ
こ
と
を
氏
政
は
事
前
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な 

い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

○
家
康
の
上
洛
の
決
心
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
意
味
（
秀
吉
へ
従
属
）
を
理
解
し
て
お
り
、
更
に
暗
殺
さ 

れ
る
こ
と
を
も
考
え
た
中
で
の
一
大
決
心
で
あ
っ
た
。 

秀
吉
陣
営
の
勢
力
と
、
徳
川
・
北
条
の
連
合
の
陣
営
の
勢
力
を
推
し
量
っ
た
上
で
の
最
終
決
断
と
考 

え
ら
れ
る
。 

  

○
秀
吉
に
と
っ
て
も
こ
こ
が
全
国
制
覇
に
お
け
る
正
念
場
で
あ
っ
た
。
母
親
を
も
人
質
と
し
て
起
用
し 

て
、
家
康
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 

○
秀
吉
の
完
全
政
権
樹
立
、
全
国
制
覇
の
過
程
の
中
で
最
も
重
要
な
対
決
は
、
明
智
光
秀
と
柴
田 

勝
家
と
の
武
力
で
の
勝
利
と
、
家
康
と
の
外
交
で
の
勝
利
で
あ
る
。（
も
ち
ろ
ん
武
力
を
背
景
に
し
て
） 

  

○
秀
吉
の
次
の
一
手
は
誠
に
早
く
、
家
康
に
対
し
、
氏
政
へ
関
東
惣
無
事
令
（
交
戦
停
止
令
）
の
伝
達

を
指
示
し
て
い
る
。 

 
 

六
月
十
五
日
付
北
条
左
京
太
夫
雄
（
氏
政
）
宛
家
康
書
状
（
小
田
原
市
史 

武
州
文
書
十
六
） 

 
 

「
関
東
惣
無
事
之
儀
付
而
、
従
羽
柴
方
如
此
申
来
候
、
・
・
・
・
・
・
・
」 

 
 

 
 

秀
吉
書
状
は
、
天
正
十
五
年
十
二
月
三
日
付
多
賀
谷
修
理
進
宛
秀
吉
書
状
と
同
じ
内
容
の
文
書
と
言

わ
れ
て
い
る
。
（
小
田
原
市
史 

秋
田
藩
家
蔵
文
書
十
三
） 

「
・
・
・
・
・
・
関
東
奥
羽
両
国
迄
惣
無
事
之
儀
、
今
度
家
康
ニ
被
仰
付
条
、
不
可
有
異
儀
候
、
若 

於
違
背
族
者
、
可
令
成
敗
候
、
・
・
・
・
・
・
・
」 

注 

天
正
十
四
年
と
の
説
も
あ
る
。（
立
花
京
子
氏
） 

  

○
家
康
が
秀
吉
に
従
属
し
た
上
は
、
国
境
を
接
す
る
家
康
が
、
氏
政
と
の
外
交
責
任
者
と
な
る
（
戦
争 

の
場
合
は
、
先
陣
と
な
る
）
事
は
、
こ
の
時
代
の
通
常
の
政
治
、
戦
法
で
あ
る
。 

  

○
こ
れ
に
対
し
、
氏
政
が
こ
の
年
回
答
を
し
た
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
。 

 
 

家
康
が
秀
吉
に
従
属
し
て
、
家
康
が
秀
吉
側
の
代
理
と
な
り
、
後
北
条
と
家
康
と
の
同
盟
は
事
実
上 

崩
壊
し
た
。 

 

○
秀
吉
の
惣
無
事
令
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
る
次
の
三
説
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。 

ⅰ
 

豊
臣
政
権
の
全
国
統
一
過
程
の
軍
事
制
圧
と
す
る
。 

 
 

（
従
来
説
） 

  
 
ⅱ

 

豊
臣
平
和
令
に
は
惣
無
事
令
、
喧
嘩
停
止
令
、
刀
狩
令
、
海
賊
停
止
令
が
あ
る
。
惣
無
事
令
は
、 

 
 
 

 

豊
臣
政
権
が
軍
事
制
圧
を
排
し
、
和
与
、
国
分
に
よ
っ
て
大
名
間
の
戦
い
を
収
め
、
出
仕
の
強 
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制
に
よ
っ
て
豊
臣
化
の
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
改
易
や
討
ち
果
た
し
は
北
条
氏
だ
け
の
例
外 

で
あ
る
。 

（「
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
」 

藤
木
久
志
） 

 

 
 
ⅲ

右
記
藤
木
久
志
氏
の
説
を
さ
ら
に
踏
み
入
れ
、
惣
無
事
令
が
九
州
、
奥
羽
、
関
東
で
内
容
が
異 

な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
豊
臣
政
権
の
発
展
過
程
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

（「
織
豊
政
権
と
東
国
大
名
」 

粟
野
俊
之
） 

  

○
本
レ
ポ
ー
ト
は
惣
無
事
令
に
関
係
は
す
る
が
、
そ
の
論
議
は
、
秀
吉
政
権
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
北
条
氏
（
氏
政
）
か
ら
見
た
惣
無
事
は
、
秀
吉
が
全
国
制
覇
の
た
め
に
武
力
を
背
景
に

し
た
外
交
上
の
通
達
で
あ
る
と
解
釈
し
た
い
。 

  

○
氏
政
は
、
秀
吉
と
遥
か
に
劣
る
武
力
な
が
ら
、
領
国
保
全
ま
た
は
巻
き
返
し
の
為
、
秀
吉
と
の
外
交

上
の
取
引
を
如
何
に
有
利
に
展
開
す
る
か
を
考
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
伊
達
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
上

杉
、
徳
川
と
の
連
携
の
道
は
な
い
か
を
模
索
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

氏
政
は
、惣
無
事
の
通
達
を
受
諾
し
な
け
れ
ば
法
律
違
反
に
な
る
と
の
認
識
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 

外
交
上
の
通
達
の
文
書
と
受
け
止
め
た
。も
ち
ろ
ん
戦
争
に
な
る
可
能
性
は
、考
え
た
で
あ
ろ
う
が
、 

 
 

ど
こ
か
の
時
点
で
停
戦､

和
議
（
北
条
氏
有
利
）
が
整
う
こ
と
を
予
測
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す

る
。 

受
け
止
め
た
認
識
の
程
度
に
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

  

⑥
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
） 

 

氏
政
関
係
事
項 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

周
辺
の
事
項 

  
 

●
三
月
以
降 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

●
五
月
八
日 

 
 
 

小
田
原
城
大
普
請
、
支
城
の
普
請 

 
 

 
 
 

 
 
 

秀
吉
、
島
津
義
久
降
伏
さ
せ
る 

 
 

●
十
二
月 

御
陣
触 

  

○
五
月
に
島
津
が
降
伏
し
、
秀
吉
は
、
北
条
と
奥
羽
の
制
圧
に
絞
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
国
境
を
接
す

る
北
条
へ
の
対
応
と
の
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 

  

○
氏
政
は
、
家
康
、
秀
吉
に
対
し
惣
無
事
令
の
返
答
を
し
た
形
跡
は
見
当
ら
な
い
。 

 
 

合
戦
の
準
備
に
余
念
が
な
い
。 

  

⑦
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
） 

  
 
 

 
 
 

 

氏
政
関
係
事
項 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

周
辺
の
事
項 
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● 

五
月
二
一
日 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

●
十
月
二
六
日 

家
康
、
氏
政
・
氏
直
に
起
請
文 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

家
康
よ
り
伊
達
正
宗
へ
惣
無
事
書
状 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

●
八
月
二
二
日 

 
 
 

氏
規
（
氏
政
の
弟
）
、
上
洛
し
て
秀
吉
と
対
面 

● 

九
月
二
日 

秀
吉
、
佐
竹
等
に
書
状
し
、
北
条
家
赦
免
と
関
東 

境
目
を
確
立
の
為
の
使
節
下
向
を
連
絡 

 
 

 
 

 

○
秀
吉
の
北
条
攻
め
の
風
聞
は
続
く
。 

 
 

１
５
８
８
年
（
天
正
十
六
年
）
五
月
六
日 

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
師
の
書
簡
（
小
田
原
市
史 

松
田 

毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
） 

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
坂
東
の
戦
は
、
七
月
に
は
す
で
に
（
挙
行
さ
れ
る
）
と
言
い
触
ら
さ
れ
て 

お
り
、・
・
・
・
・
・
」 

  

○
一
方
、
三
月
十
三
日
付
伊
達
氏
家
臣
遠
藤
出
羽
守
宛
伊
達
正
宗
書
状
で
は
、 

 
 

「
・
・
・
・
・
・
関
白
与
小
田
原
御
弓
、
無
事
成
就
候
、・
・
・
・
・
」
と
あ
り
、
北
条
攻
め
の
風
聞

が
薄
れ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
。 

 

○
五
月
二
一
日
付
家
康
よ
り
の
氏
政
・
氏
直
宛
の
起
請
文
に
つ
い
て 

 

天
正
十
四
年
の
家
康
上
洛
、
秀
吉
に
従
属
以
来
、
氏
政
は
家
康
に
対
す
る
信
頼
に
疑
問
を
持
っ
て
来

た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

起
請
文
文
言
「
其
方
御
父
子
乃
儀
、
於
、
殿
下
御
前
悪
様
申
な
し
」 

 

信
頼
関
係
が
深
い
の
で
あ
れ
ば
、
秀
吉
に
対
し
「
御
取
成
候
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

又
領
国
に
つ
い
て
、
「
御
分
国
中
毛
頭
不
相
望
事
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
秀
吉
に
対
し
、
「
領
国
安
堵
を 

口
添
え
申
す
」
と
の
文
言
に
な
る
べ
き
で
な
い
か
と
思
う
。
家
康
が
氏
政
を
裏
切
る
と
の
風
聞
に
対 

し
て
の
弁
明
の
面
が
あ
る
。 

 
 
 

○
秀
吉
が
島
津
氏
を
降
伏
さ
せ
た
後
、
北
条
氏
へ
の
具
体
的
な
対
応
に
一
年
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
起 

請
文
は
、
天
正
十
五
年
か
ら
の
氏
政
と
家
康
と
の
必
死
の
外
交
折
衝
の
結
果
で
あ
る
。 

 

○
起
請
文
は
、
五
月
二
一
日
で
、
五
月
二
六
日
に
は
秀
吉
は
他
へ
の
朱
印
状
「
・
・
・
・
・
仍
関
東
北 

条
何
様
ニ
も
可
為
上
意
次
第
旨
、
御
侘
言
申
上
候
間
・
・
・
・
・
・
」
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

氏
政
は
、
事
前
の
家
康
と
の
外
交
折
衝
に
基
づ
き
即
座
に
受
諾
し
た
も
と
考
え
る
。 

  

○
起
請
文
文
言
「
京
都
へ
可
御
礼
被
申
上
事
」「
出
仕
之
儀
・
・
・
・
・
」
は
、
領
国
安
堵
へ
の
御
礼
で 

あ
り
、
出
仕
は
秀
吉
に
従
属
す
る
事
で
あ
る
。（
氏
政
の
弟
の
氏
規
が
出
仕
） 

 
 
 
 

 

⑧
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
氏
政
関
係
事
項 
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●
正
月 足

利
城
攻 

●
二
月 

沼
田
問
題
で
氏
政
家
臣
板
部
紅
雪
上
洛 

● 

五
月 

沼
田
問
題
を
秀
吉
が
裁
定 

●
六
月
五
日 

 

氏
直
（
氏
政
の
嫡
男
、
家
督
、
５
代
目
）
、
秀
吉
に
氏
政
が
十
二
月
出
立
で
上
洛
す
る
旨
通
知
す

る 
 

●
七
月
下
旬 

 

北
条
側
、
沼
田
城
請
け
取
り 

●
十
一
月
三
日 

 

北
条
の
家
臣
猪
俣
邦
憲
、
名
胡
桃
城
を
攻
略 

●
十
一
月
二
〇
・
二
一
日 

秀
吉
（
側
近
）
、
伊
達
家
臣
、
真
田
へ
書
状
（
氏
政
出
仕
な
け
れ
ば
動
座
、
成
敗
） 

 
 
 

●
十
一
月
二
四
日 

 
 
 

 

秀
吉
、
氏
直
宛
に
宣
戦
布
告
の
朱
印
状 

 
 
 

●
十
二
月
七
日 

 
 
 

 

氏
直
、
下
向
し
て
き
た
富
田
左
近
将
監
に
弁
明
（
条
書
） 

 
 
 

●
十
二
月
九
日 

 
 
 

 

氏
政
、
氏
直
、
氏
規
（
氏
政
の
弟
）
、
家
康
へ
書
状
で
取
成
し
を
依
頼 

 
 
 

●
十
二
月
八
日
以
降 

 
 
 

 

北
条
、
陣
触
を
開
始 

 
 
 

●
十
二
月
十
三
日 

 
 
 

 

秀
吉
、
陣
触 

 

○ 

秀
吉
は
、
北
条
氏
の
従
属
の
為
に
は
、
家
康
も
絡
む
沼
田
問
題
の
解
決
に
あ
る
と
考
え
、
こ

の
解
決
を
図
る
べ
く
双
方
の
言
い
分
を
聞
き
、
五
月
に
裁
定
し
た
。 

裁
定
内
容
は
、
十
一
月
二
四
日
付
氏
直
宛
の
秀
吉
朱
印
状
（
宣
戦
布
告
上
）
の
文
書
の
中
で 

知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
小
田
原
市
史 

岡
山
県
笠
岡
市 

北
条
文
書
） 

「
・
・
・
・
・
上
野
の
う
ち
真
田
持
来
候
知
行
三
分
の
ニ
、
沼
田
之
城
ニ
相
対
、
北
条
へ
可

被
下
候
、
三
分
の
一
ハ
真
田
ニ
被
仰
付
候
条
、
其
中
ニ
有
之
城
を
ハ
、
真
田
可
相
拘
之
由
被

仰
定
、
右
北
条
ニ
被
下
候
、
三
分
の
ニ
之
替
地
者
、
家
康
よ
り
真
田
ニ
可
相
渡
旨
、
被
成
御

究
、
北
条
上
洛
可
仕
と
の
一
札
出
候
ハ
ゝ
、
・
・
・
・
・
・
」 

  
 
 

○ 

氏
直
は
六
月
五
日
付
で
秀
吉
の
使
者
で
あ
る
妙
音
院
と
一
鴎
軒
宛
へ
朱
印
状 

 
 
 

 

「
・
・
・
・
・
・
然
者
老
父
氏
政
可
致
上
洛
由
候
、・
・
・
・
・
・
・
極
月
上
旬
、
爰
元
可
致
発 

足
候
、 
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○ 

七
月
下
旬
に
沼
田
城
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
受
取
人
は
、
氏
邦
（
氏
政
の
弟
）
と
佐
野
氏
忠 

（
七
月
一
四
日
付
北
条
氏
邦
宛
氏
政
書
状
） 

 

○
こ
れ
に
よ
り
氏
政
は
沼
田
問
題
の
裁
定
を
承
諾
し
、
上
洛
す
る
事
を
秀
吉
に
約
束
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
従
属
の
約
束
） 

  

○ 

し
か
し
な
が
ら
、
十
一
月
三
日
に
沼
田
城
主
猪
俣
邦
憲
が
利
根
川
対
岸
の
名
胡
桃
城
（
真
田
の
持

城
）
を
攻
略
す
る
。（
家
忠
日
記 

十
一
月
三
日
条
） 

 

○ 

秀
吉
は
、
十
一
月
に
二
一
日
付
で
真
田
安
房
守
（
氏
規
）
宛
朱
印
状
（
小
田
原
市
史 

真
田
文
書
） 

 
 

「
・
・
・
・
・
・
・
・
此
上
北
条
於
出
仕
申
も
、
彼
な
く
る
ミ
へ
取
懸
討
果
候
者
共
於
不
令
成
敗 

者
、
北
条
赦
免
之
儀
、
不
可
在
之
候
、
・
・
・
・
・
・
・
・
」 

 

○ 

十
一
月
二
四
日
付
北
条
左
京
太
夫
（
氏
直
）
宛
秀
吉
朱
印
状 

 
 

「
・
・
・
・
・
・
・
・
早
不
可
不
加
誅
罰
、
来
歳
必
携
節
旄
令
進
発
、
加
刎
氏
直
首
事
、
不
可
廻

踵
者
也
、
」 

 
 

こ
の
文
書
の
中
に
は
、
沼
田
問
題
裁
定
の
内
容
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。（
右
記
記
載
） 

 
 

こ
の
朱
印
状
を
戦
線
布
告
書
と
見
る
か
、
通
達
の
一
つ
で
、
氏
政
は
ま
だ
外
交
交
渉
の
余
地
が 

残
さ
れ
て
い
た
の
か
の
問
題
は
、
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

○ 

十
二
月
七
日
氏
直
名
に
て
、
下
向
し
て
き
た
富
田
左
近
将
監
・
津
田
隼
人
正
に
弁
明
し
て
い
る
（
条

書
） 

 

（
小
田
原
市
史 

武
家
事
紀
三
十
三
） 

 
 

主
要
な
箇
所
を
抜
粋
す
る
。 

 
 
ⅰ

 

氏
政
上
洛
に
家
康
の
上
洛
の
折
と
同
じ
よ
う
に
大
政
所
の
人
質
を
要
求
す
る
。 

 
 
 

 

「
就
中
先
年
家
康
上
洛
之
砌
者
、
被
結
御
骨
肉
、
猶
大
政
所
ヲ
三
州
迄
御
移
ノ
由
、
承
届
候
、」 

 
 
ⅱ

 

名
胡
桃
事
件
の
弁
明
す
る
。 

 
 
 

 

「
名
胡
桃
之
事
、
一
切
不
存
候
、
」 

「
真
田
以
取
成
、
百
姓
等
押
払
、
一
人
モ
不
置
候
、」 

 

○ 

一
二
月
九
日
付
で
、
氏
政
、
氏
直
、
氏
規
は
そ
れ
ぞ
れ
、
家
康
に
書
状
を
出
し
、
秀
吉
へ
の
取
り

成
し
を
要
請
し
て
い
る
。 

 

○ 

氏
政
の
早
急
の
上
洛
な
し
で
の
弁
明
は
秀
吉
は
承
知
せ
ず
、
両
者
は
合
戦
の
態
勢
に
入
っ
て
い
っ

た
。 

 
 

 

（
Ｂ
）
秀
吉
サ
イ
ド
に
立
っ
て
の
考
察 

 
 

 

 
 

○
秀
吉
は
全
国
制
覇
を
目
論
ん
で
お
り
、
制
覇
の
ス
ピ
ー
ド
は
信
長
時
代
に
比
べ
て
非
常
に
早
い
。 

 
 
 

 

 
 

○
天
正
十
五
年
五
月
の
島
津
降
伏
以
降
、
次
は
関
東
の
制
覇
で
あ
り
、
そ
れ
は
北
条
の
従
属
で
あ
る 

事
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
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○
秀
吉
と
し
て
は
、
島
津
降
伏
以
来
二
年
も
か
け
て
氏
政
を
説
得
し
、
沼
田
問
題
は
、
北
条
有
利
に 

裁
定
し
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。
充
分
時
間
を
か
け
た
。 

 

○
氏
政
上
洛
（
秀
吉
に
従
属
し
、
臣
下
と
な
る
）
を
引
き
延
ば
し
、
氏
政
は
尚
勢
力
の
拡
大
を
計
ろ

う
と
し
て
い
る
と
の
疑
念
を
持
っ
て
い
た
。 

 

 
 

○
氏
政
の
秀
吉
裁
定
違
反
は
、
今
後
の
奥
羽
で
の
仕
置
き
に
支
障
を
来
た
し
、
奥
羽
制
覇
に 

一
層
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
た
。 

 
 

 

○
戦
国
時
代
の
大
名
が
全
て
武
力
で
制
覇
を
試
み
た
の
で
は
な
く
、
対
後
北
条
に
つ
い
て
、
秀
吉
も 

 

先
ず
外
交
（
武
力
を
背
景
に
）
で
折
衝
を
試
み
た
が
、
秀
吉
の
考
え
て
い
た
全
国
制
覇
ス
ケ
ジ 

ュ
ー
ル
か
ら
逸
脱
し
た
。 

 

○
沼
田
問
題
裁
定
後
の
名
胡
桃
城
事
件
そ
し
て
氏
政
の
上
洛
の
延
引
を
引
き
金
に
、
秀
吉
は
一
挙
に 

武
力
解
決
の
道
を
選
ん
だ
。 

 

○
秀
吉
に
と
っ
て
も
武
力
対
決
は
リ
ス
ク
が
あ
る
。
も
し
北
条
の
支
城
攻
撃
に
苦
戦
し
た
り
、
時
間 

を
要
し
た
り
す
る
事
が
あ
れ
ば
、
造
反
大
名
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

秀
吉
が
全
面
的
に
敗
退
す
る
こ
と
は
、
先
ず
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
全
国
制
覇
に
一
層
時
間 

が
か
か
っ
て
し
ま
う
。 

 

○
又
、
北
条
攻
撃
に
苦
戦
し
、
時
間
を
要
す
る
な
ら
ば
、
敗
戦
で
な
く
と
も
和
議
で
北
条
側
の
言
い 

分
を
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

○
秀
吉
は
、
北
条
に
は
右
記
し
た
よ
う
に
外
交
折
衝
の
時
間
を
か
な
り
取
っ
て
お
り
、
当
初
よ
り
武 

力
解
決
を
望
ん
で
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

○
秀
吉
の
抱
く
制
覇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
唐
入
り
も
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
制
覇
の
具
体 

的
な
予
定
は
分
か
ら
な
い
が
、
後
北
条
の
反
抗
は
、
も
う
待
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 （
Ｃ
）
氏
政
の
対
応
の
失
敗 

 

 
 

○
島
津
の
降
伏
で
領
土
争
奪
の
時
代
の
終
焉
が
来
た
こ
と
事
へ
の
認
識
が
な
い
。 

  
 

○
秀
吉
と
の
こ
れ
ま
で
の
駆
け
引
き
は
、沼
田
問
題
の
秀
吉
裁
定
で
終
わ
っ
た
事
へ
の
認
識
が
薄
い
。 

  
 

○
沼
田
問
題
で
、
そ
の
後
の
真
田
の
や
り
方
（
百
姓
が
い
な
い
）
に
不
満
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
先
ず 

秀
吉
へ
、
申
し
出
る
べ
き
で
あ
る
。
先
ず
武
力
で
は
秀
吉
の
言
い
分
が
正
当
と
な
る
。 

 
 
 

（
秀
吉
の
味
方
軍
招
集
の
正
当
な
理
由
付
け
） 
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○
氏
政
が
名
胡
桃
城
事
件
を
わ
ざ
と
引
き
起
こ
さ
せ
、
秀
吉
に
戦
い
を
挑
ん
だ
と
の
説
が 

 
あ
る
が
、
武
力
の
差
が
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
、
事
件
後
の
氏
政
の
秀
吉
、
家
康
へ
の
対
応
か
ら
し
て
、 

 

考
え
ら
れ
な
い
。 

 

○
氏
政
は
、
三
代
目
氏
康
か
ら
実
権
を
掌
握
以
後
、
又
特
に
天
正
十
年
の
信
長
が
亡
く
な
っ
た 

 
 
 

後
も
領
土
拡
大
に
努
め
て
き
た
。 

 
 
 

な
ん
と
か
秀
吉
に
対
し
優
位
な
形
で
外
交
交
渉
を
実
ら
せ
、
関
東
を
支
配
権
に
置
き
た
い
と
の
強 

い
思
い
が
天
正
十
七
年
ま
で
続
い
て
き
た
。 

 

○
こ
れ
も
名
胡
桃
事
件
で
の
当
初
に
お
け
る
事
の
重
大
性
認
識
の
薄
さ
に
よ
る
対
応
の
遅
さ
で
あ
る
。 

 

即
座
に
氏
政
か
氏
直
が
上
洛
し
て
、
秀
吉
に
陳
謝
す
べ
き
で
あ
り
、
上
野
の
召
し
上
げ
は
覚
悟
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

○
国
替
え
や
、
氏
政
上
洛
後
永
く
停
め
る
と
の
風
評
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
そ
う
な
っ
た
と 

し
て
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

家
康
は
、
小
田
原
合
戦
後
に
関
東
に
国
替
え
に
な
っ
て
も
そ
の
命
に
服
し
た
。（
滅
亡
し
て
し
ま
っ 

た
ら
政
権
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス
は
永
久
に
な
い
） 

  
 

○
上
洛
の
条
件
に
、
家
康
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
秀
吉
か
ら
人
質
の
要
求
は
、
状
況
判
断
が
良
く
な 

い
。
秀
吉
が
、
現
実
の
情
勢
下
で
到
底
こ
の
条
件
を
呑
む
と
思
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
家
康
の
場
合
、
実
際
問
題
と
し
て
唯
一
の
大
将
で
あ
り
、
家
康
が
討
た
れ
れ
ば
徳
川
氏 

の
滅
亡
に
つ
な
が
る
。 

一
方
、
北
条
は
、
氏
政
万
一
の
場
合
で
も
ほ
か
に
家
督
相
続
者
で
既
に
武
将
と
し
て
実
績
あ
る
氏

直
（
家
督
）、
更
に
氏
照
（
弟
）
等
身
内
に
有
力
な
後
継
を
抱
え
て
い
る
。 

こ
れ
を
考
え
れ
ば
こ
の
よ
う
な
条
件
付
け
は
得
策
で
な
い
。 

 ○
も
し
、
秀
吉
へ
の
従
属
が
屈
辱
と
考
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
氏
政
の
間
違
い
で
あ
る
。
今
川
、

武
田
が
滅
亡
し
、
上
杉
、
徳
川
が
秀
吉
に
従
属
し
た
中
で
、
秀
吉
へ
の
対
決
は
無
謀
で
あ
る
。 

 

こ
の
考
え
は
な
か
っ
た
と
思
う
。 

  
 

○
氏
政
に
と
っ
て
、
家
康
の
秀
吉
へ
の
従
属
は
相
当
心
労
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。 

 
 
 

し
か
し
家
康
に
対
し
て
は
、
疑
い
を
持
ち
な
が
ら
も
秀
吉
へ
の
唯
一
の
パ
イ
プ
で
あ
り
、
信
頼
せ 

ざ
る
を
得
な
い
。 

 

○
氏
政
は
、
関
東
支
配
に
つ
い
て
、
秀
吉
よ
り
、
有
利
な
条
件
を
引
き
出
す
た
め
に
、
ぎ
り
ぎ
り
の

外
交
折
衝
を
行
い
、
折
り
合
い
が
付
か
ず
、
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
が
、
全
面
的
な
勝
利
は
無
理 

に
し
て
も
少
し
で
も
有
利
に
戦
い
を
終
わ
り
た
か
っ
た
。 

 

○
そ
う
し
な
け
れ
ば
氏
康
亡
き
後
の
実
権
掌
握
後
、
領
土
拡
大
の
た
め
必
死
に
戦
っ
て
来
た
自
分
の 
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努
力
は
何
で
あ
っ
た
と
、 

 
こ
れ
が
心
に
鬱
積
し
て
精
神
状
態
の
安
定
が
保
た
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
こ
れ
は
、
天
正
十
七
年
十
一
月
晦
日
付
酒
井
（
家
康
家
臣
）
宛
氏
規
（
氏
政
の
弟
）
の
書
状
の
文 

書
の
中
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

「
・
・
・
・
・
・
・
御
隠
居
様
又
御
隠
居
之
由
、
被
仰
下
候
、
去
拙
者
上
洛
之
時
分
よ
り
無
二
御 

引
籠
、・
・
・
・
・
・
・
・
・
」 

 

既
に
天
正
八
年
に
家
督
を
氏
直
に
譲
り
な
が
ら
、
現
実
に
は
実
権
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
重
要
事 

態
に
至
っ
て
逃
避
の
様
相
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
氏
政
が
鬱
病
状
態
で
、
実
権
を
保
持
し
た
ま
ま
、
戦
争
に
突
入
し
た
も
の
と
考
え
る
。 

  
 

○
小
田
原
城
籠
城
後
一
定
時
期
よ
り
五
代
目
氏
直
が
実
権
を
掌
握
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

天
正
十
八
年
六
月
七
日
岡
田
利
世
が
小
田
原
城
で
面
談
し
た
の
は
、
「
氏
直
様
御
壱
人
ニ 

て
、・
・
・
・
・
・
・
」
と
あ
る
。
又
、
降
伏
も
氏
直
一
人
が
出
向
い
て
い
る
。 

  
 

○
合
戦
に
至
っ
て
し
ま
い
、
滅
亡
し
た
理
由
を
単
に
氏
政
の
暗
愚
と
は
言
え
な
い
が
、
秀
吉
の
全
国

制
覇
作
戦
の
中
で
、
働
き
す
ぎ
た
（
領
土
確
保
）
氏
政
が
、
外
交
戦
略
に
内
外
で
疲
労
し
情
緒
不

安
定
と
な
り
、
一
族
間
の
議
論
の
中
で
秀
吉
帰
属
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
た
こ
と
に
あ
る
。 

 (

四)

小
田
原
合
戦
に
お
け
る
講
和
の
機
会 

 

（
Ａ
）
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
主
要
事
項 

  

●
三
月
一
日 

 
 
 

秀
吉
、
京
都
出
陣 

 

●
三
月
三
日 

 
 
 

黄
瀬
川
で
北
条
氏
と
豊
臣
秀
次
対
戦 

●
三
月
六
日 

 
 

 

重
須
城
（
伊
豆
沿
岸
）
陥
落 

 

●
三
月
十
五
日 

 
 

碓
井
峠
付
近
で
北
条
氏
と
真
田
氏
対
決 

 

●
三
月
二
七
日 

 
 

秀
吉
、
三
枚
橋
（
沼
津
）
到
着 

 

●
三
月
二
九
日 

 
 

山
中
城
陥
落 

 

●
四
月
一
日 

 
 
 

鷹
巣
城
開
城 

 

●
四
月
四
日 

 
 
 

家
康
、
小
田
原
城
近
く
に
陣 

 

●
四
月
五
日 

 
 
 

秀
吉
、
湯
本
の
早
雲
寺
に
本
陣 

 

 

●
四
月
上
旬 

 
 
 

小
田
原
城
海
上
封
鎖 

 

●
四
月
七
日 

 
 
 

秀
吉
軍
韮
山
城
包
囲 

 

●
四
月
九
日 

 
 
 

皆
川
広
照
投
降
（
下
野
皆
川
城
主
） 

 

●
四
月
中
頃
迄
に 

 

小
田
原
城
の
周
囲
に
二
重
三
重
の
堀
や
柵
築
造 

●
四
月
二
十
日 

 
 

松
井
田
城
（
上
野
）
開
城 

大
道
寺
政
繁
寝
返
り 

●
四
月
二
十
日 

 
 

玉
縄
城(

相
模)

開
城 

 

●
四
月
二
三
日 

 
 

下
田
城
開
城 

 

●
四
月
二
七
日 

 
 

江
戸
城
開
城 
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●
四
月
下
旬
迄
に 

 

韮
山
を
除
く
伊
豆
全
域
秀
吉
軍
平
定 

 
●
五
月 

 
 
 

 
 

河
越
城
、
松
山
城
開
城 

 

 

●
六
月
七
日 

 
 
 

家
康
よ
り
氏
規
（
氏
政
の
弟
）
に
北
条
の
降
伏
を
勧
め
る 

 

●
六
月
六
・
七
日 

 

織
田
信
雄
家
臣
の
岡
田
利
世
が
小
田
原
城
で
、
氏
直
に
降
伏
を
勧
め
る 

 

●
六
月
十
四
日 

 
 

鉢
形
城
陥
落
（
氏
政
弟
の
氏
那
の
城
） 

 

●
六
月
二
三
日 

 
 

八
王
子
城
陥
落 

 

●
六
月
二
四
日 

 
 

韮
山
城
開
城
、
氏
規
投
降 

 

●
七
月
一
日 

 
 
 

氏
直
降
伏
に
同
意 

 

●
七
月
五
日 

 
 
 

小
田
原
城
開
城 

 

（
Ｂ
）
七
月
五
日
降
伏
開
城
以
前
で
の
講
和
の
機
会 

 

① 

三
月
一
日
の
秀
吉
京
都
出
陣
ま
で
に
、
も
し
降
伏
し
氏
政
又
は
氏
直
が
上
洛
し
て
詫
び
を
入
れ
た

場
合
の
想
定
。 

領
土
の
削
減
を
覚
悟
す
れ
ば
、
滅
亡
は
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

② 

三
月
二
九
日
の
山
中
城
の
落
城
の
時
に
降
伏
を
申
し
出
た
場
合
の
想
定 

山
中
城
は
半
日
で
落
城
す
る
。
こ
の
城
は
韮
山
城
と
合
わ
せ
小
田
原
本
城
を
守
る
西
側
の
主
要
な

支
城
で
あ
る
。
（
三
月
二
九
日
付
島
津
義
弘
・
義
久
宛
秀
吉
朱
印
状
） 

山
中
城
落
城
後
秀
吉
軍
が
小
田
原
城
に
到
達
す
る
前
に
降
伏
を
申
し
出
る
。
こ
の
時
点
で
領
国
は 

相
模
一
国
ぐ
ら
い
と
覚
悟
す
る
。 

本
城
到
達
前
に
降
伏
し
た
長
宗
我
部
、
島
津
は
領
土
削
減
で
存
続
し
た
。 

 

③ 

四
月
二
十
日
の
松
井
田
城(

上
野)

開
城
の
時
に
降
伏
を
申
し
出
た
場
合
の
想
定 

上
野
防
御
体
制
の
崩
壊
。
城
主
大
道
寺
正
繁
が
、
寝
返
り
秀
吉
軍
の
先
導
役
に
な
っ
た
の
は
、 

痛
恨
で
あ
る
。 

も
し
こ
の
時
期
に
降
伏
し
た
場
合
の
秀
吉
の
戦
後
処
置
は
、
想
定
が
難
し
い
。 

既
に
小
田
原
城
は
、
四
月
中
頃
ま
で
に
二
重
三
重
に
堀
と
柵
と
で
包
囲
さ
れ
て
い
る
。 

秀
吉
は
そ
の
時
代
に
お
け
る
城
攻
め
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
篭
城
の
兵
数
と
、
攻
め
の
兵
数
の
差

か
ら
も
日
に
ち
を
要
し
て
も
絶
対
落
と
せ
る
自
信
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

た
だ
こ
の
時
点
で
は
、
秀
吉
軍
の
損
傷
は
、
ま
だ
軽
微
で
は
あ
る
。 

 

④ 

六
月
七
日
、
家
康
よ
り
氏
規
へ
降
伏
を
勧
め
る 

「
・
・
・
・
・
・
兎
角
先
有
下
城
、
氏
政
父
子
之
儀
、
御
詫
言
専
一
候
、
・
・
・
・
・
・
」 

（
小
田
原
市
史 

神
奈
川
県
立
博
物
館
所
蔵 

北
条
文
書
） 

 

⑤ 

六
月
六
・
七
日 

織
田
信
雄
の
家
臣
岡
田
利
世
が
小
田
原
城
内
で
氏
直
と
対
面
し
、
降
伏
を
勧
告

す
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
六
月
八
日
付
篭
城
中
の
小
幡
兵
衛
尉
宛
に
投
降
を
勧
め
た
岡
田
利
世
書
状 

の
中
で
、「
小
田
原
城
、
当
年
中
ハ
家
康
可
有
御
出
由
候
、
来
年
江
戸
へ
御
越
候
へ
と
被
仰
出
候
、
」 



19 

と
あ
る
。
（
小
田
原
市
史 

源
喜
堂
古
文
書
目
録 

小
幡
文
書
） 

 
⑥ 
六
月
七
日
の
時
点
で
降
伏
に
応
じ
て
い
た
場
合
の
想
定
（
右
記
④
，
⑤
） 

も
し
仮
に
こ
の
時
点
で
降
伏
し
た
場
合
も
七
月
五
日
の
小
田
原
城
開
城
、
氏
直
下
城
の
時
と
同
じ 

戦
後
処
理
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。 

○
小
田
原
城
は
、
韮
山
城
、
鉢
形
城
、
八
王
子
城
を
残
し
て
い
る
と
い
え
、
そ
の
他
の
支
城
の
ほ
と 

ん
ど
は
降
伏
、
開
城
し
て
お
り
、
小
田
原
城
は
孤
立
状
態
に
あ
る
。 

  
 

○
小
田
原
城
に
お
い
て
は
、
部
分
的
と
い
え
、
既
に
戦
闘
が
開
始
し
て
い
る
。 

  
 

○
伊
達
正
宗
は
、
六
月
五
日
に
は
参
陣
し
て
い
る
。 

 

（
Ｃ
）
秀
吉
が
戦
後
処
理
を
決
め
た
時
点 

 

史
料
か
ら
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
最
終
的
に
は
、
氏
直
投
降
後
の 

発
表
で
あ
る
。 

「
領
国
召
し
上
げ
、
小
田
原
城
接
収
、
氏
政
等
切
腹
、
氏
直
追
放
…
そ
の
後
赦
免
一
万
石
の
知
行
」 

  

①
「
日
本
史
」
オ
ル
ガ
テ
ィ
ー
ノ
師
の
一
五
五
八
年
（
天
正
一
六
年
）
五
月
６
日
付
の
別
の
書
簡 

 
 

（
１
５
８
８
年
５
月
６
日 

都
か
ら
） 

 
 

「
・
・
・
・
・
・
・
坂
東
の
北
条
殿
（
の
領
地
）
が
家
康
の
領
国
に
（
加
え
ら
れ
こ
と
に
）
な
っ
て 

い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
も
暴
君
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
」 

（
小
田
原
市
史
） 

 

こ
れ
は
風
聞
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
天
正
十
六
年
（
１
５
８
８
）
八
月
に
は
氏
規
上
洛
で
、

一
旦
秀
吉
と
氏
政
と
は
講
和
の
方
向
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
こ
の
年
家
康
の
氏
政
へ
の
接
触
（
起
請

文
）
か
ら
し
て
、
こ
の
年
に
、
秀
吉
よ
り
北
条
領
国
を
家
康
へ
と
の
指
示
は
出
て
い
な
い
と
考
え 

る
。 

  

②
天
正
十
八
年
卯
月
二
三
日
付
星
屋
修
理
（
駿
河
大
平
の
土
豪
）
宛
本
多
佐
渡
守
正
信
（
家
康
家
臣
） 

 
 

書
状
（
小
田
原
市
史 

星
屋
文
書
） 

 
 

「
豆
州
の
儀
は
は
や
く
殿
様
へ
被
遣
候
間
、
可
有
其
御
心
得
候
、」 

  
 

こ
れ
よ
り
伊
豆
は
四
月
下
旬
に
は
秀
吉
か
ら
家
康
の
領
国
と
の
指
示
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

③
六
月
七
日
付
氏
規
宛
家
康
の
降
伏
勧
告
の
書
状
で
は
、「
兎
角
先
有
下
城
、
氏
政
父
子
之
儀
、
御
侘
言 

専
一
候
、
・
・
・
・
・
・
」（
小
田
原
市
史 

神
奈
川
県
立
博
物
館
所
蔵 

北
条
文
書
） 

と
あ
る
だ
け
で
、
領
土
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

  

④
天
正
一
八
年
六
月
八
日
付
小
幡
信
定
（
北
条
家
臣
）
宛
岡
田
利
世
投
降
勧
告
の
書
状 

 
 

（
小
田
原
市
史 

源
喜
堂
古
文
書
目
録 

小
幡
文
書
） 

 
 

「
一
小
田
原
城
、
当
年
中
ハ
家
康
可
有
御
出
由
候
、
来
年
江
戸
へ
と
被
仰
出
候
、
」 
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し
か
し
後
北
条
の
戦
後
の
領
国
が
ど
う
な
る
か
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

 
 

岡
田
よ
り
氏
直
へ
は
、
家
康
か
ら
氏
規
へ
と
同
じ
く
右
記
③
兎
角
先
有
下
城
、・
・
・
・
・
」
で
あ
っ 

た
と
思
わ
れ
る
。 

同
じ
日
に
秀
吉
の
意
向
が
家
康
と
岡
田
（
織
田
信
雄
経
由
）
が
異
な
る
事
は
な
い
と
考
え
る
。 

  

⑤
北
条
五
代
記
（
近
藤
瓶
城
編
輯
） 

 
 

「
・
・
・
・
・
・
氏
親
（
規
）
に
ら
山
を
出
城
敵
の
陣
中
に
入
て
小
田
原
和
睦
の
内
談
す
伊
豆
相
模

武
蔵
野
三
國
に
お
い
て
わ
前
々
の
こ
と
く
氏
直
収
領
せ
ら
る
へ
き
事
い
さ
丶
か
相
違
有
へ
か
ら

す
・
・
・
・
」 

  
 

氏
規
は
右
に
つ
い
て
秀
吉
の
証
文
を
受
け
取
っ
た
と
の
記
述
も
あ
る
が
、
史
料
の
信
憑
性
に
問
題
が 

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

 
 

〔
お
わ
り
に
〕 

  

北
条
氏
の
存
続
・
滅
亡
は
、
全
て
四
代
目
氏
政
の
力
量
に
か
か
っ
て
い
た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。 

 

戦
国
時
代
に
お
い
て
、
兄
弟
、
一
族
、
家
臣
と
仲
良
く
協
議
し
て
事
を
進
め
る
や
り
方
は
時
代
に
そ
ぐ

わ
な
い
。 

 

先
ず
権
力
者
は
一
人
で
あ
っ
て
、
全
て
の
決
定
は
速
や
か
に
自
分
一
人
で
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

反
抗
的
な
一
族
、
家
臣
は
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
成
敗
す
る
。 

 

権
力
者
の
力
量
は
、
外
交
術
と
戦
上
手
に
か
か
っ
て
く
る
。
こ
の
二
つ
に
力
量
が
な
け
れ
ば
存
続
は
あ

り
得
な
い
。
こ
れ
は
い
つ
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
指
揮
、
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

氏
政
が
暗
愚
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
と
思
う
。
同
時
代
の
国
境
を
接
し
た
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
今
川
氏
真
、

武
田
勝
頼
、
上
杉
景
勝
と
比
較
す
る
と
そ
の
力
量
は
遜
色
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
信
長
、
秀
吉
、
家
康
に
比
べ
る
と
そ
の
カ
リ
ス
マ
性
に
お
い
て
相
当
差
が
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い 

 

自
分
を
含
め
て
一
族
の
存
続
に
関
す
る
決
定
は
、
全
て
自
分
一
人
が
判
断
す
る
。
過
去
体
験
（
籠
城
作

戦
の
成
功
）
に
と
ら
わ
れ
ず
、
客
観
情
勢
（
戦
力
差
）
元
に
し
て
判
断
す
る
。
戦
い
を
開
始
し
た
ら
、
優

勢
の
場
合
も
、
不
利
な
状
況
下
に
お
い
て
も
い
つ
終
戦
（
和
議
）
と
す
る
か
の
判
断
が
大
事
で
あ
る
。
こ

れ
に
失
敗
す
る
と
最
終
的
に
勝
利
者
に
な
れ
な
い
し
、
敗
戦
が
即
滅
亡
と
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

秀
吉
と
た
っ
た
一
回
の
戦
い
で
滅
亡
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
和
議
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

遅
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

外
交
の
失
敗
、
全
面
戦
争
突
入
、
一
族
間
の
意
見
の
相
違
の
ま
と
め
で
氏
政
は
、
右
記
に
述
べ
た
よ
う

に
精
神
的
に
鬱
状
態
で
開
戦
の
道
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
。 

 

氏
政
の
こ
の
状
態
か
ら
し
て
小
田
原
城
に
籠
城
後
、
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
氏
直
に
実
権
が
移
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
時
は
、
も
う
滅
亡
へ
の
流
れ
を
止
め
る
手
だ
て
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

氏
直
は
家
督
を
譲
り
受
け
て
い
た
と
は
い
え
、
決
定
権
は
な
く
、
一
族
、
家
臣
の
意
見
の
対
立
の
中
で
、

遂
に
敗
戦
、
滅
亡
し
、
そ
の
心
労
は
激
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
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氏
直
は
、
秀
吉
か
ら
戦
争
回
避
派
と
見
ら
れ
そ
し
て
決
定
権
者
で
は
な
い
と
見
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
後

赦
免
さ
れ
た
が
、
戦
後
二
年
目
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

北
条
氏
の
滅
亡
は
、
歴
史
的
な
教
唆
に
富
ん
で
お
り
、
そ
の
後
現
代
に
至
る
ま
で
日
本
の
外
交
、
同
盟
、

軍
事
に
お
い
て
も
生
か
さ
れ
得
る
教
材
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

以
上 

 

添
付
別
紙 

 

「
参
考
文
献
一
覧
」 

 

「
北
条
氏
康
と
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
同
世
代
の
戦
国
大
名
の
在
世
期
間
」 

   
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

２
０
０
６
年
１
月 

 
 

脱
稿 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

２
０
１
２
年
２
月 

 
 

字
句
修
正
・
別
紙
追
加 
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上
杉
謙
信

（
織
田
信
長

）

北条氏康とライバル関係にある同世代の戦国大名の在世期間

北
条
氏
康

今
川
義
元

武
田
信
玄
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